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←大津

【現行案】
●旧大鳥居地区利活用（地域振興）の観点から地域振興拠点へのアクセス性に課題

付替県道栗東信楽線（南側）ルート変更案の概要

栗東↑

↓田代

信楽→

【現行案】

【変更案】

付替林道
（一ノ瀬線）

旧大鳥居地区
跡地

（地域振興拠点）

鳥瞰図

【変更案】

●①旧大鳥居地区利活用、 ②市道・林道とのアクセス性、 ③整備コスト・工程等、総合的に優位

見直し

旧大鳥居地区跡地
（地域振興拠点）

（←信楽）

（田代→）

大鳥居交差点
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大戸川ダム建設事業 令和8年度実施内容
国土交通省 近畿地方整備局

大戸川ダム工事事務所

国土交通省 近畿地方整備局

大戸川ダム工事事務所

※本資料に記載の内容は現時点の内容であり、今後の調査・設計等により変更する可能性があります。

○ 大戸川ダム本体工事の実施に向けた調査設計等の進捗状況を踏まえ、令和８年度は、ダム本体の修正設計等を
継続実施するとともに、ダム本体工事用道路及び付替道県道栗東信楽線（北側）工事を継続実施。

詳
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大戸川ダム工事事務所HP 令和8年度事業概要 大戸川ダムだより
スケジュール

琵琶湖

位置図

調査・設計

付替県道栗東信楽線（北側）
にかかる工事ダム本体工事用道路

※現時点の案であり、今後の調査・設計等により変更する可能性があります。

 完了
 令和８年度予定
 令和９年度以降予定

凡例

【事業概要】
■事業費 C=約17.８億円
■主な事業内容

＜工事＞

○ダム本体関連

・ダム本体工事用道路工事（継続）

○付替道路工事

・付替県道栗東信楽線(北側)工事（継続）

＜業務＞

○ダム本体設計等

・ダム本体等の修正設計及び水理模型実験

（継続）

○付替道路設計

・付替県道栗東信楽線(南側)の設計（継続）

○環境保全措置等及びモニタリング調査

○ 大戸川ダムの周辺整備や、ダムをきっかけとした周辺地域の活性化等の検討にあたり、地域の皆様と共に意見
交換会やワークショップ、社会実験「大戸川ダムフェス２０２６」を実施予定。地元住民の皆様に参画いただき、
大鳥居の歴史や文化を継承した地域の新たな賑わい創出の検討支援を行います。

古来より受け継がれてきた地域の歴史
に対し、敬慕の念を持って継承・再⽣

旧⼤⿃居地区の皆様により
ワークショップ実施

進め方（案）

知るために
実施すること

新たな
魅力

旧⼤⿃居地区 地域振興プロジェクトの⽅向性（案）
⼤⿃居の歴史・⽂化を継承し、新たな魅⼒を創造する

①想いを聞くワークショップ
・旧⼤⿃居での⼀番の思い出
・旧⼤⿃居にあって、新⼤⿃居にないもの
・旧⼤⿃居で復活してほしもの

②アイデアを出すワークショップ
・旧⼤⿃居でやってみたいこと
・旧⼤⿃居でやって欲しいこと
・⾃分たちでできること

③旧⼤⿃居活⽤ワークショップ
・ワークショップで出たアイデアを形にして
将来の旧⼤⿃居の利活⽤⽅針を確認

【継承】

●旧⼤⿃居のいとなみ、おこない、歩み
●旧⼤⿃居の⼟地利⽤形態
●旧⼤⿃居の歴史・⽂化
●旧⼤⿃居をとりまく周辺地域の⽂化
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大津市・甲賀市・栗東市や地域との融合 平時の利用と災害対応拠点構想 社会実験「⼤⼾川ダムフェス」の実施

地元住⺠の皆様とワークショップや意⾒交換会の実施

令和７年度牧地区勉強会での
ワークショップ実施状況

令和７年度牧地区勉強会での
ワークショップ実施状況

令和7年度ダムフェス出店者の皆様
と意見交換会実施状況

令和7年度ダムフェス出店者の皆様
と意見交換会実施状況

令和7年度 大戸川ダムフェス2025
実施状況

令和7年度 大戸川ダムフェス2025
実施状況


